
氏名 酒井宏哉 部署 共通教育科 職名 教授

研究分野
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所属学会（役職）

【2017年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

（２）論文

1 共著
日本関節鏡・膝・スポー
ツ整形外科学会誌43(3):
712-717

中村晴彦、星川淳
人、佐々木有記、税
田和夫、酒井宏哉

2018年6月

2 共著

Br J Sports Med. 53(1):
32-36

Watanabe K, Akama
T, Asakawa S,
Fukuda K, Sakai H,
Okuwaki T, Imai T,
Sato H, Katayose M,
Jegathesan M,
Shamali NA.

2019年1月

（３）学会発表

1

（４）その他

1

２．競争的資金等の研究

研究期間

1

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2018.4～2018.8

2 2018.5

3 2018.10～2018.11

4 2018.10～2018.11

5 2018.11～2018.11

6 2018.5～2018.6

7 2018.6～2018.7

8 2018.5～2018.6

9 2018.11

（２）演習

1 該当なし

（３）実習

1 2018.10月

（４）論文指導

1 2018.10～2019.2

（５）その他

1

臨床画像診断演習B 骨・関節に関する多くの画像を提示し、学生に質問し解説を行った。

骨・関節の構造、骨代謝に関する講義を行った。

スポーツ医学概論 スポーツ医学の中で整形外科学に関連する講義を行った。

リハビリテーション学
リハビリテーション学の中で整形外科学に関連する講義を行っ
た。

保健医療福祉とリハビリテーション 整形外科学関連のリハビリテーションに関して講義を行った。

臨床画像診断演習A 骨・関節に関する多くの画像を提示し、学生に質問し解説を行った。

救急災害学 整形外科学領域における救急を要する病態について講義を行った。

応用人体構造機能論

IPW実習 教員ファシリテータとして実習を円滑に進めるサポートを行った。

修士課程 論文主査1名

リハビリテーション学に関する概要に関して講義を行った。

競争的資金等の名称

該当なし

該当なし

研究名、研究代表者・研究分担者の別

Outside-in法二重束前十字靭帯再建術に
おける関節外大腿骨骨孔開口部の相対
位置

Medical services at the 2017 Sapporo
Asian winter games: injury and illness
epidemiology at a 34-nation multisport
event.

該当なし

該当なし

整形外科学 整形外科学全般に関して講義を行った。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

リハビリテーション学概論

該当なし

整形外科学

博士（医学）

1981年東京大学医学部医学科卒業

1988年東京大学医学部整形外科助手、1995年獨協医科大学整形外科講師、98年同助教授、2003年埼玉
医科大学総合医療センター整形外科教授、17年埼玉県立大学保健医療福祉学部共通教育科教授
日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会（評議員）、日本整形外科スポーツ医学会（評議員）、日本臨床ス
ポーツ医学会（評議員）、日本運動器科学会（評議員）、埼玉アスレチック・リハビリテーション研究会（理事
長）、埼玉スポーツ医学セミナー（代表世話人）、日本整形外科学会



４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 1996.4～現在

2 1996.4～現在

3 医事医員 2000.4～現在

4 医事医員 2000.6～現在

5 2005.4～現在

6 2010.7～現在

7 2010.7～現在

8 2013.3～現在

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

５．学内運営（委員会委員）

1

2 保健委員会

3 感染症対策部会

4 禁煙化部会

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

該当なし

公益財団法人日本スケート連盟

公益財団法人日本スケート連盟

国際スケート連盟

倫理委員会委員

該当なし

該当なし

公益財団法人日本オリンピック委員会 強化スタッフ

強化スタッフ

評議員

公益財団法人日本体育協会 日本体育協会指導者育成部門委員会スポーツドクター部会員

公益財団法人日本スケート連盟 医事委員会委員長

公益財団法人日本スケート連盟 理事

公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構

該当なし


